
これから向かうべき道は？
－地域医療支援病院承認を得て－
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巻頭言巻頭言　

日頃、市立札幌病院への温かいご支援・ご理解をいただ
き誠にありがとうございます。最近では、おかげさまをもち
まして皆様からご紹介いただく患者さんや、皆様の医療機
関へ逆紹介させていただく患者さんも着実に増えてきてお
り、当院へのご理解・ご支援に感謝申し上げます。

急速に高齢者が増加し2025年にはなんと国民の30％、
10人中3人は65歳以上の高齢者ということになります。昔
話では、「むかしあるところに…」で始まりましたが、2025
年には「いたるところにおじいさん、おばあさん…」となると
いう話を聞いたことがあります。思わず吹き出しましたが、
笑えない話です。
このような日本の将来を見据え、政府の社会保障制度改
革国民会議が昨年8月5日最終報告書をまとめました。そこ
には医療・介護の構造改革と、高齢者にも経済力に応じた
負担を求めるものとあります。具体的には、病院・病床の機
能再編を進め、「病院完結型」から、それぞれの医療機関の
機能に応じて在宅医療や介護までつなげる「地域完結型」
医療への転換が打ち出されています。この度の平成26年
の診療報酬改定においても、この点は明確に示されており
ます。このような社会状況の中、市立札幌病院においても
今後の医療の方向として「地域完結型」医療を目指すべく、
病院の運営計画・プランを策定し、地域医療機関等との機
能分担・連携推進に取り組むこととしています。その、終着
目標を地域医療支援病院としてきました。

地域医療支援病院は平成8年の医療法改正により、地域
の病院、診療所などを後方支援することで、医療機関の機
能分担と連携を目的に創設されました。当院では平成21年
より、地域医療支援病院承認に取り組んできましたが、当時
は紹介率・逆紹介率とも30％台と極めて厳しい数値でし
た。とりわけ逆紹介率60％は大変高いハードルで目標達成
はなりませんでした。他院へ行きたがらない患者さんにどの
ように説明して納得いただくか、患者さんのみならず、医療
者の意識変革が必要でした。そこで、機会あるごとに説明
し、職員の意識変革を図りました。さらに、実現のためには
現場の医療者たちになるべく負担を少なくする仕組み（シ
ステム）作りであろうと考えました。当院の地域連携を受け
持つ「地域連携センター」の職員を増員し、かかりつけ医紹
介コーナ－の設置や診療情報提供料の確実な算定をめざ
し医師・看護師・事務職員が連携して取り組みました。その
結果、ついに平成25年春に60％をクリアでき、平成25年
8月に承認をいたこだくことができました。しかし、現在、厚
労省は地域医療支援病院の役割を更にすすめるために、
平成26年の改定では承認条件を厳しくし、各病院に取り組
みの強化を求めています。

地域医療支援病院の意義は、医療機関の役割分担・地域
の中核病院としての機能維持、高度（高額）医療機器・病床
の共同利用、医療従事者の研修などにあり、今後の医療に
おいて大切なことと思われます。私たちの病院は、以前にも
増して連携を強化し、地域の基幹病院として地域の医療機
関に信頼される中核病院でありたいと願い、今後とも職員
一同研鑽して参ります。お引き立てのほど、よろしくお願い
申し上げます。

札幌市病院事業管理者
市立札幌病院院長

富樫　正樹

【2月4日開催スノーフェスティバル点灯式の様子】 【病院前のスノーキャンドル】
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SPECIALSPECIAL 救　急　特　集

【小児科病棟】 【内視鏡室の様子】

今月号では、小児科及び消化器内科の救急体制について特集いたします。

当科ではこれまで地域の医療機関との連携を積極的に
進めて参りました。日頃は皆様から多くの患者さんをご紹介
いただき誠に感謝申し上げます。
地域連携を有効に機能させるためには、病棟でのベッド

運用を効率的に行う必要がありますが、小児病棟ではこれ
までは4床室や6床室が主体のため調整が困難なこともあ
りました。そこで、今回6床室をなくして個室増床のための
改修工事を行い、4月から運用を開始できることになりまし
た。今後は、感染症や重症患者さんの受け入れに関して以
前よりも柔軟に対応できると思いますので、引き続きよろし
くお願い致します。

地域医療機関からの入院依頼に関しては、これまでも時
間外入院を出来る限り受け入れるようにしてきましたが、今
後はさらにその体制の充実を図っていきます。皆様の診療
時間のほぼすべてをカバーできるように、平日は20:00ま
で、土曜日・日曜日・祝日は9:00～19:00の時間帯は小児
科当番医が直接対応いたしますので、下記の要領でご連絡
いただけると幸いです。
●平日の当科診療時間内に入院が必要な患者さんについて
は、午前・午後（17:00まで）とも小児科外来に直接連絡し
て頂ければ、これまで同様に対応させていただきます。

●平日時間外（20:00まで）および土曜日・日曜日・祝日
（9:00～19:00）でも入院依頼には対応いたします。連
絡方法は以下の通りです。

　病院代表電話（011-726-2211）に連絡していただき、
電話交換手を通して小児科当番医に直接連絡していた
だければ対応いたします。

小児2次救急患者への対応については、これまでも札幌
市内の小児2次救急当番病院として年間50～60日程度協
力してきました。今後はさらに2次救急病院のバックアップ
体制の整備も進めており、札幌市内の小児2次救急体制を
さらに充実させたいと考えております。また、当院救命救急
センターとも密接に連携して小児3次救急患者のバック
アップも行っており、その後方ベッドとしても機能していま
す。当院再来患者さんの時間外外来に関しては、当院当直
医に対して小児科当番医が確実にバックアップする体制を

整えています。
当科ではおよそ以

上のような体制で小児
救急患者の受け入れ
を行っておりますので、
今後ともよろしくお願
い申し上げます。    

当科は平成25年4月から職員の異動と、後期研修医1名
の増員により、病院当直業務を行うメンバーが6名となりま
した。
それに伴いある程度の体制が整い、各部署の多大な協

力のもと、平成25年10月から札幌市の消化器内科2次救
急当番病院として参加させてもらうことになりました。

看護師は2次救急当番日には通常当直の2名に、内視鏡
部門の看護師が1名加わり、計3名で対応しております。緊
急内視鏡、緊急胆道ドレナージなどの緊急処置に対し、すぐ
に治療のできる体制をとっております。
検査部は通常時間外では測定不可の項目を2次救急当

番日に限り測定可能となっております。
放射線部は通常の1名体制に加え、その他に1名の待機

をしています。
救命救急センターは当番日には当科兼任の高氏修平が

当直として、万全のバックアップ体制をひいております。胆
管炎、敗血症ショックの患者さん、重症膵炎の患者さんなど
は全身状態が改善するまで救命救急センター管理で、その
後当科の一般病棟への転科となります。
外科、麻酔科も緊急手術に備えており、手術の必要な場

合には緊急手術を施行しています。

当科の2次救急対応医師は、医長の工藤俊彦、副医長の
中村路夫、小野雄司、医師の藤田與茂、小池祐太であり、こ
のうち1名と後期研修医重沢拓を加えた2名体制を整えて
おります。

2次救急体制は、平日17：00～翌朝9：00まで対応して
おります。各部署が協力し、2次救急当番を行っていきたい
と考えておりますので、地域の医療機関の皆様のご理解、
ご協力をよろしくお願い申し上げます。

消化器内科部長
西川　秀司

消化器内科小児科部長
川村　信明

小児科


